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講 演�貧困・失業、社会保障
講 師�都留 民子 さん

（広島県立大学教授）
と き ３月６日（土）１３：３０～
ばしょ 名古屋市女性会館

２０１０．２．２５
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発行責任者 伊藤 慎次 定価 １０円
組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

組
織
集
会
に
あ
わ
せ
て
、
県

本
部
「
関
連
労
働
者
・
労
働
組

合
協
議
会
」（
略
称
・
県
本
部

関
連
協
）
の
再
建
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
い
ま
、
自
治
体
に

は
た
ら
く
非
正
規
労
働
者
は
３

割
を
超
え
、
仕
事
を
進
め
る
上

で
、な
く
て
は
な
ら
な
い
職
員
。

そ
の
処
遇
の
改
善
は
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
も
重

要
で
、
関
連
協
を
再
建
し
改
善

を
す
す
め
よ
う
と
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
特
別
報
告
に
立
っ

た
半
田
市
職
臨
職
・
パ
ー
ト
分

会
（
パ
ン
ダ
の
会
）
か
ら
、
「
臨

時
保
育
士
が
、
悩
み
・
不
安
を

グ
チ
る
だ
け
で
は
労
働
条
件
は

変
わ
ら
な
い
と
、
組
合
に
加
入

し
、
運
動
を
す
す
め
て
き
た
。

誇
り
を
持
っ
て
働
く
た
め
に
も

が
ん
ば
る
」
と
報
告
。
関
連
協

の
議
長
に
選
出
さ
れ
た
岡
田
美

穂
子
さ
ん
（
知
立
市
職
）
は
、

「
非
正
規
職
員
も
職
場
の
一
人

と
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
同
時

に
処
遇
改
善
の
運
動
を
み
ん
な

で
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
就
任
あ
い
さ
つ
し
、
全
体
で

決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

関
連
協
・
三
役

議
長
・
岡

田
美
穂
子
（
知
立
市
職
）
副
議

長
・
竹
原
千
穂
美（
半
田
市
職
）

同
・
柳
進
（
県
本
部
）
同
・
名

ブ
ロ
か
ら
１
名

事
務
局
長
・

横
江
厚
子
（
な
ご
や
介
護
）
事

務
局
次
長
・
後
藤
総（
県
本
部
）

変変
化化
をを
確確
実実
にに
すす
すす
めめ
るる
組組
合合
のの
力力
をを
高高
めめ
るる
たた
めめ
、、
職職

場場
かか
らら
労労
働働
組組
合合
をを
強強
くく
大大
きき
くく
しし
よよ
うう
とと
、、
自自
治治
労労
連連
愛愛

知知
組組
織織
集集
会会
がが
２２
月月
２２００
日日
・・
２２１１
日日
、、
蒲蒲
郡郡
でで
開開
かか
れれ
まま
しし
たた
。。

同同
時時
にに
自自
治治
体体
にに
働働
くく
非非
正正
規規
労労
働働
者者
のの
全全
県県
組組
織織
とと
しし
てて

県県
本本
部部
関関
連連
協協
のの
再再
建建
総総
会会
がが
おお
ここ
なな
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。

関連協三役左から２人めが岡田さん

組
織
集
会
�
名
古
屋
交
通
指
導
員
の

仲
間
�

組
織
集
会
で
は
、
名
古
屋
市

職
労
に
加
入
し
、
市
当
局
か
ら

一
方
的
な
勤
務
時
間
の
短
縮
と

た
た
か
っ
て
い
る
交
通
指
導
員

の
仲
間
も
発
言
し
ま
し
た
。

昨
年
１２
月
に
市
職
労
に
加
入

し
ま
し
た
。
１６
区
の
小
学
校
に

１
人
ず
つ
指
導
員
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
登
校
時
の
子
ど
も

の
安
全
を
見
守
り
、
地
域
の

方
々
に
も
声
を
か
け
、小
学
校
・

幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
自
転
車

教
室
・
安
全
教
室
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

市
民
経
済
局
が
労
働
時
間
を

週
３０
時
間
か
ら
２５
時
間
に
減
ら

す
こ
と
に
伴
い
、
厚
生
年
金
・

社
会
保
険
を
は
ず
し
、
時
間
給

計
算
で
給
料
を
支
払
う
と
提

案
。
何
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
け
れ
ど
、
何
を
し
て
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で
し

た
。局

が
１２
月
２２
日
に
、
リ
ー
ダ

ー
を
集
め
て
説
明
を
行
っ
た
が

納
得
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
名

古
屋
市
は
こ
の
仕
事
を
な
く
そ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
不
安
が
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
組

合
に
入
っ
て
助
け
を
請
わ
な
け

れ
ば
と
市
職
労
に
駆
け
込
み
ま

し
た
。
１
月
半
ば
に
２
度
の
交

渉
を
し
、
局
は
、「
労
働
者
と

し
て
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
の
維
持
・
改

善
に
努
力
を
尽
く
し
、
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
」「
賃
金
・

労
働
条
件
の
変
更
に
は
、
議
論

で
き
る
時
期
に
提
案
し
、
協
議

を
重
ね
る
中
で
解
決
を
し
て
い

き
た
い
」
と
回
答
。
今
回
、
組

合
に
加
入
し
、
思
い
を
当
局
に

伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
私
た
ち
に

と
っ
て
大
き
な
変
化
で
し
た
。

こ
の
仕
事
を
大
切
に
し
、
自

信
を
持
ち
た
い
。
同
じ
仕
事
を

し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
も
っ

と
情
報
交
換
を
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

（
発
言
要
旨
）

組
織
集
会
で
は
、
す
べ
て
の

単
組
の
組
織
拡
大
で
、
１
０
０

０
名
の
増
を
勝
ち
取
る
。
組
合

員
が
主
人
公
の
職
場
か
ら
の
運

動
を
す
す
め
る
な
ど
の
基
調
提

起
が
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
報
告

で
は
、
市
民
と
職
員
を
犠
牲
に

し
た
河
村
流
構
造
改
革
の
実
態

報
告
と
、
職
員
ど
う
し
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
た
、
本
庁

「
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の

と
り
く
み
を
名
古
屋
市
職
労
が

紹
介
。
ま
た
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
使
っ
た
新
採
向
け
組
合
説

明
会
の
実
践
を
豊
橋
市
職
労
が

報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
採
の
１
０
０
％

組
織
化
や
、組
合
運
営
の
強
化
、

臨
職
・
非
常
勤
の
組
織
化
と
処

遇
改
善
な
ど
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
翌
日
、
記
念
講
演
に
立
っ

た
京
都
大
学
教
授
の
大
西
広
さ

ん
か
ら
「
組
織
拡
大
こ
そ
要
求

実
現
の
基
礎
で
あ
り
、
未
組
合

員
の
組
合
加
入
は
最
高
の
支
持

表
明
で
あ
る
」
と
、
記
念
講
演

が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全

体
会
と
県
本
部
関
連
協
再
建
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

政
府
は
、
辺
野
古
の
新
基

地
建
設
と
一
体
に
な
っ
て
、

約
３
９
８
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

北
部
訓
練
場
を
返
還
す
る
の

と
引
き
か
え
に
、
ヘ
リ
パ
ッ

ド
を
高
江
に
移
設
す
る
こ
と

と
、
海
か
ら
の
進
入
路
を
建

設
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。

最
も
近
い
ヘ
リ
パ
ッ
ド
は
民

家
か
ら
わ
ず
か
４
０
０
Ｍ
し

か
離
れ
て
い
な
い
の
だ
。

沖
縄
防
衛
局
が
２
０
０
７

年
７
月
２
日
に
工
事
を
強

行
。
そ
の
日
か
ら
、
住
民
た

ち
は
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
に
反

対
し
、
米
海
兵
隊
北
部
訓
練

場
の
進
入
路
前
で
座
り
込
み

を
は
じ
め
た
。

「
ヘ
リ
パ
ッ
ド
い
ら
な
い

住
民
の
会
」
代
表
の
安
次
嶺

現
達
（
あ
し
み
ね
げ
ん
た

つ
）
さ
ん
は
、「
こ
こ
は
本

当
に
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
。

で
も
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
パ

イ
ロ
ッ
ト
の
顔
が
見
え
る
く

ら
い
低
空
を
飛
行
し
、
も
の

す
ご
い
爆
音
。
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
は
一
日
中
飛
ん
で
い
る
。

夜
の
１１
時
で
も
、
戦
争
に
時

間
は
な
い
か
ら
ね
。
こ
の
実

態
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

が
、
マ
ス
コ
ミ
は
な
か
な
か

報
道
し
な
い
。
で
も
、
私
た

ち
の
活
動
を
知
っ
て
、
全
国

か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
座
り

込
み
に
参
加
を
し
て
く
れ
て

い
る
」と
負
け
て
は
い
な
い
。

同
じ
く
代
表
の
伊
佐
真
次

（
い
さ
ま
さ
つ
ぐ
）
さ
ん
は

「
政
府
は
仮
想
敵
国
を
つ
く

り
だ
し
て
、
基
地
を
つ
く
ろ

う
と
す
る
。
基
地
は
い
ら
な

い
は
当
然
の
思
い
。
基
地
撤

去
な
ら
歓
迎
で
き
る
け
ど
、

日
米
両
政
府
は
移
設
あ
り
き

で
話
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と

に
納
得
が
い
か
な
い
。
戦
争

は
し
な
い
ほ
う
が
い
い
。
米

軍
が
守
っ
て
く
れ
る
か
ら
と

日
米
同
盟
が
必
要
と
い
っ
て

い
る
け
ど
、
米
軍
は
自
国
の

戦
争
の
た
め
に
沖
縄
を
利
用

し
て
い
る
。
沖
縄
が
ど
れ
だ

け
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
か
み

な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」と
運
動
に
力
を
入
れ
る
。

防
衛
省
沖
縄
防
衛
局
は
２

月
１９
日
、
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設

予
定
地
の
進
入
口
に
仮
設

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
作
業
を
強

行
し
た
。

（
次
号
へ
）

普普
天天
間間
基基
地地
な
く
せ
、基基
地地
建建
設設
ノ
ー
！
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東村・高江

非
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で
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名
古
屋
市
職
労
�

�
交
通
指
導
員
�

私
た
ち
黙
っ
ち
ゃ
い
ま
せ
ん

県県本本部部組組織織集会２２００１１００



市長会・町村会へ市長会・町村会へ
春春闘要請行動春春闘要請行動
市長会・町村会へ
春闘要請行動
県本部女性部

要求でつながろう要求でつながろう！！3.14

日時日時：3月144日（日）日 日）133時～ 場所時～ 所：久屋市民広場久屋市民広場

春の大集会大集会春の大集会
要求でつながろう！3.14

日時：3月14日（日）13時～ 場所：久屋市民広場

（２）自治体 あいちの仲間２０１０年２月２５日 第１００１号 （１０・２５日毎月２回発行 昭和５３年６月２５日 第三種郵便物認可）
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２
月
１１
日
、「
ト
ヨ
タ
は
内

部
留
保
を
還
元
せ
よ
」「
首
切

り
・
下
請
け
い
じ
め
を
許
す

な
」
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
社

会
的
責
任
を
求
め
た
、「
第
３１

回
ト
ヨ
タ
総
行
動
」
が
豊
田
市

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
、
中
小
企
業
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
配
布
や
、
刈
谷
駅
・

名
古
屋
駅
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク

エ
ア
前
で
の
宣
伝
行
動
が
と
り

く
ま
れ
、
午
後
か
ら
は
、
豊
田

市
・
山
の
手
公
園
で
の
総
決
起

集
会
が
開
催
さ
れ
、
雨
の
中
１

０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

榑
松
佐
一
・
愛
労
連
議
長
は

「
ト
ヨ
タ
の
リ
コ
ー
ル
は
、
人

員
切
り
下
げ
、
下
請
け
単
価
の

切
り
下
げ
な
ど
利
益
優
先
の
コ

ス
ト
カ
ッ
ト
に
あ
る
。
利
益
よ

り
安
全
を
優
先
さ
せ
、
１３
兆
円

の
内
部
留
保
を
労
働
者
の
賃
上

げ
と
下
請
け
単
価
の
引
き
上
げ

に
ま
わ
さ
せ
よ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
の
期
間
従
業
員
を
雇

い
止
め
に
さ
れ
た
、
三
浦
修
さ

ん
は
「
正
社
員
に
な
る
た
め
に

２
年
間
、
無
遅
刻
・
無
欠
勤
で

改
善
提
案
も
出
し
て
き
た
。
し

か
し
、
ト
ヨ
タ
は
一
方
的
な
雇

い
止
め
を
し
、
そ
の
理
由
す
ら

説
明
し
な
い
。
ト
ヨ
タ
が
引
き

金
と
な
っ
た
雇
用
破
壊
で
、
今

で
も
多
く
の
労
働
者
が
路
頭
に

迷
っ
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り
が

大
切
に
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
が
ん
ば
ろ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

集
会
後
、
ト
ヨ
タ
本
社
へ
む

け
て
デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

第第３３１１回回トトヨヨタタ総総行行動動

雨の中、本社前までデモ行進

保
育
園
給
食
の
外
部
搬
入
は

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
違
反

で
あ
り
、
そ
れ
を
構
造
改
革
特

別
区
域
法
で
認
定
し
、
合
法
化

さ
せ
た
の
は
、
法
治
国
家
の
根

幹
を
揺
る
が
す
も
の
。
田
原
市

へ
の
特
区
認
定
は
た
だ
ち
に
取

り
消
す
べ
き
、
と
争
わ
れ
て
い

る
裁
判
が
２
月
２３
日
、
名
古
屋

高
等
裁
判
所
で
開
か
れ
、
住
民

側
の
控
訴
代
理
人
・
佐
藤
典
子

弁
護
士
が
意
見
陳
述
を
行
い
ま

し
た
。

１
審
の
名
古
屋
地
裁
は
、「
入

所
時
が
保
育
園
で
自
園
調
理
を

受
け
る
権
利
が
あ
る
と
は
解
せ

な
い
」
と
し
て
、
特
区
認
定
取

り
消
し
の
訴
え
を
退
け
ま
し

た
。
佐
藤
弁
護
士
は
「
認
定
は

違
法
状
態
を
追
認
す
る
も
の

で
、
特
区
法
の
趣
旨
・
目
的
を

逸
脱
。
特
区
申
請
に
あ
た
っ
て

も
、
住
民
や
議
会
に
も
説
明
さ

れ
て
い
な
い
」
な
ど
、
２
重
３

重
の
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
。
そ
の
上
で
、
子
ど
も
た
ち

の
体
と
心
を
作
る
の
は
食
べ
物

で
あ
り
、
生
存
権
そ
の
も
の
と

強
調
。
訴
訟
で
争
わ
れ
て
い
る

も
の
は
、
コ
ス
ト
重
視
で
違
法

を
追
認
す
る
の
か
、そ
れ
と
も
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
大

切
に
し
、
安
全
で
最
良
の
食
を

確
保
す
る
の
か
で
あ
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
開
か
れ
た
報
告
集

会
で
は
、
国
の
児
童
福
祉
法
最

低
基
準
見
直
し
の
攻
撃
を
跳
ね

返
す
た
め
に
も
、
裁
判
所
へ
慎

重
審
議
と
、
公
正
な
裁
判
を
求

め
て
、
運
動
を
広
げ
よ
う
と
話

し
あ
わ
れ
ま
し
た
。

特特
区区
認認
定定
はは
二二
重重
三三
重重
のの
誤誤
りり

��������
��������		

��
��

�������� 裁判後の報告集会

県
本
部
女
性
部
は
２
月
１６

日
、
愛
知
県
市
長
会
と
町
村
会

に
、
春
闘
要
請
行
動
を
行
い
ま

し
た
。

要
請
内
容
と
し
て
、
非
正
規

労
働
者
の
均
等
待
遇
の
実
現

や
、
産
休
、
育
児
・
介
護
休
業

に
関
す
る
代
替
制
度
を
保
障
す

る
こ
と
、
子
ど
も
の
看
護
休
暇

を
子
一
人
に
つ
き
５
日
と
し
、

義
務
教
育
終
了
ま
で
と
す
る
こ

と
な
ど
、
家
庭
的
責
任
を
持
つ

労
働
者
の
要
求
実
現
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
早
期
廃
止
を

国
に
要
望
す
る
こ
と
や
、
公
的

保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
な
ど
、

憲
法
を
生
か
し
て
住
民
の
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
な
ど

要
請
し
ま
し
た
。

田原
裁判

要請内容を届ける女性部

９
９
８
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

は「
メ
イ
ジ
ン
ゲ
イ
」で
し
た
。５３

通
の
応
募
が
あ
り
５１
人
の
方
が

正
解
で
し
た
。次
の
方
に
図
書
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。

鍵
山
洋
一
郎（
名
古
屋
市
職
労
）

伊
藤

秀
高（
名
古
屋
市
職
労
）

草
間

聖（
名
古
屋
市
職
労
）

浅
野
み
よ
子（
名
古
屋
市
職
労
）

重
藤

新
子（
学
事
労
）

犬
塚

隆
三（
豊
橋
市
職
労
）

藤
�

順
子（
豊
橋
市
職
労
）

宮
道

順
子（
豊
橋
市
職
労
）

岡
本

武
久（
豊
橋
市
職
労
）

下
條
由
香
子（
豊
川
市
職
労
）

寺
部

七
重（
豊
川
市
病
組
）

杉
浦

正
子（
西
尾
市
職
）

青
山

佑
太（
西
尾
市
職
）

鈴
木

弥
生（
西
尾
市
職
）

今
村

知
美（
長
久
手
町
職
労
）

松
田

直
子（
長
久
手
町
職
労
）

伊
藤

哲
司（
春
日
井
市
職
労
）

堀
場

朋
子（
春
日
井
市
職
労
）

山
田

俊
男（
瀬
戸
市
職
労
）

倉
地

美
月（
犬
山
市
職
労
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

３
月
３１
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

クク
イイ
ズズ
のの当当

選選
者者
お年玉付
プレゼント


